
大樹 
 

性 種目 名前 学年 記録 順位 備考 天候

男 ハンマー投 竹下　永晃 3 ５７ｍ１４ 決２ 自己新 晴れ

男 槍投 竹下　永晃 3 ４７ｍ７３ 決１５ 晴れ

女 ハンマー投 島津　純葉 3 ４４ｍ９２ 決３ 晴れ

シティライトスタジアム

第７６回中国高等学校陸上競技対校選手権大会

令年５年６月１６～１８日

風力

性 種目 名前 学年 記録 順位 備考 天候

男 一般ハンマー投 竹下　永晃 3 ４６ｍ８７ 決３ 自己新 晴れ

女 ハンマー投 島津　純葉 3 ４２ｍ５４ 決３ 晴れ

第７７回広島県陸上競技選手権大会

令年５年６月２４日

広島スタジアム

風力

        

 

 

 

 

これぞ 安芸陸の力 最後の中国大会で感動実現！！ 

 

 

 

 

 

 

 インターハイ路線の戦いは勝ち上がりの戦い。島津と竹下は、魔物との戦いも経験した県総体を勝ち上

がり、安芸陸最後の中国大会を迎えた。感動のシーズンを全うするためにはここを通過していかなければ

ならない。安芸陸の中国大会での戦いは平成１８年から１７回連続（令和２年度は中止）となる。昨年度

までの戦いでは出場７４種目中３８種目でインターハイ出場を決めている。中国大会での成功を「インタ

ーハイ出場決定！」とするならば、５割を超える成功率となる。 

 島津と竹下は中学校時代に安芸陸を知り、安芸陸に憧れ、覚悟を決めて安芸陸の一員となった。入学後、

様々な経験をする中で心身共に成長し、インターハイ出場以上のレベルまで実力を高めて中国大会に臨む。

安芸陸最後の中国大会を島津と竹下と戦えることを幸せに思う。安芸陸を、自分を、信じて戦おう。 

 男子ハンマー投、竹下が先陣を切った。大会前に

は「早く試合がしたい。」と言うほど自信の持てる状

態をキープしていた。試合に入り、１投目に５５ｍ

を超えてインターハイ切符をほぼ手中に収めた。こ

れで安心することなく２投目には５７ｍ１４の自己

新を投じた。その後も攻め続けて次のレベルの感触

も手に入れた。今年の中国地区男子ハンマー投は、

インターハイ優勝候補を筆頭に入賞可能レベルの記

録を持つ選手が４名もいる過去にないハイレベルの

戦いであった。試合前には「中国大会はインターハ

イ」と位置付けて全国の戦いを意識させていたが、

その中で混戦の２位争いを勝ち抜き、準優勝となっ

た。堂々とした試合だった。おめでとう！ 

 『インターハイで６０ｍ！』その目標に向けて技

術的な課題はいくつかあるが、本気の心が技を変え

てくれる。やるしかない！ 自分を変えろ！ 

竹下がチームに勢いをつけた。男子に続けて行われた女

子ハンマー投、島津が竹下の結果を聞き「自分もできる」

と確信を持って臨むことができた。島津は大会前にはどう

しても不安の気持ちが先行していたが、本番が近づくにつ

れて自信が勝る状態になっていった。安芸陸を信じること

で自分を信じることが出来た。試合会場に入るとヘッドと

の関係性、ハンマーと仲良くすることだけ考えて動いてい

た。１投目に４４ｍ台の記録。４位以内でインターハイを

決めるための最低限の条件は整えた。勝負はここから。今

年の中国地区女子ハンマー投は、インターハイ出場権をか

けて大混戦が予想されていた。記録的なラインと思われる

４５ｍ越えの可能性がある選手が５～６名いる。１投目が

終わった時点で島津は４位。大会前のランキングトップの

選手は失敗投擲だったのでこれから上位に上げていくだ

ろう。島津は２投目・３投目と投げは良かったが、記録をアップ

させることは出来なかった。だが、ベスト８には４位で通過する

ことになった。ランキングトップの選手が本来の力を発揮出来

ず、エイトに残れなかったからだ。ちょっとしたタイミングの違

いで結果が大きく左右される・・ ハンマー投の怖さである・・ 

この試合、島津は安芸陸を、自分を、そしてハンマーを信じ切る

ことが出来た。４投目、張りを感じ下へ力を加え続けることだけ

に集中し、４５ｍ付近まで運んだ。記録は４４ｍ９２。６㎝差で

３位に浮上した。勝利の女神が微笑んでくれた。その後、順位は

変わらず３位で競技終了。インターハイを決めた！  

良い試合だった。やったぜ！ おめでとう！！ 

県総体前、中国大会前、何度も魔物に苦しめられた島津だが、

最後は勝利の女神が現れた。信じる力が結果を創ったのだと思う。

３位の表彰台、最高の笑顔だった。この笑顔をインターハイでも見たい。北海道には昨年の鳴本先輩の忘

れ物もある。今、本気で、一気に『全国の心』になる！ 自分を進めていこう！ 

 

今を知った 今から創る！ 

 

 

たいき 
№１６１ 令和５年６月２６日 

発行責任者  三木 仁司 

広島県立安芸高等学校 

陸上競技部 通 信 



大樹 
 

性 種目 名前 学年 記録 順位 備考 天候

男 ハンマー投 竹下　永晃 3 ５３ｍ０２ 決３ 晴れ

男 槍投 竹下　永晃 3 ５２ｍ８３ 決４ 自己新 晴れ

女 円盤投 島津　純葉 3 ２９ｍ７１ 決６ 自己新 晴れ

女 ハンマー投 島津　純葉 3 ４４ｍ７６ 決１ 晴れ

風力

男子フィールドの部   第８位　〔１４点〕

エディオンスタジアム

第７１回広島地区高等学校夏季陸上競技選手権大会

令和５年７月２２～２３日

性 種目 名前 学年 記録 順位 備考 天候

男 ハンマー投 竹下　永晃 3 ５５ｍ２４ 予組９ 晴れ

女 ハンマー投 島津　純葉 3 ４３ｍ５４ 決２０ 晴れ

風力

第７６回全国高等学校陸上競技対校選手権大会

令和5年8月2日

札幌市厚別公園競技場

        

 

 

 

 

インターハイ前、課題を把握 

第二種目で堂々の自己新 状態は良い！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙面で紹介された最後のインターハイ 

 「過去の先輩達が築き、繋いできた１６回連続のインターハイ」「閉校の年に部員２名が揃ってインター

ハイ出場」など、色々と話題となった今回のインターハイ。安芸陸最後のインターハイの話題は、中国新

聞（７月１８日朝刊）と読売新聞（８月１日朝刊）で記事となって掲載された。広く安芸陸を知っていた

だけたことに感謝したい。安芸陸の先輩達や卒業生、地域の方々、学校関係者にとって誇りに感じていた

だけたなら幸いである。島津と竹下、多くの方々の支えを胸に北の大地で堂々と戦おう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北の大地に聳え立つ 失敗のインターハイは最高のインターハイ 

 

 

 

 

 

 安芸陸の母なる大地である安芸高校グランドでの準備を終え、戦いの場となる北の大地に立った。広大

な大地や冬の降雪に備える街並みの風景を見て、「いよいよ北海道に来たな～」と感じる。 

 前日の最終調整、竹下はヘッドとの吊り合いを感じながら感覚を高めることが出来た。中国大会前から

悩まされている指の痛みが完治しておらず、投げの本数を抑えて感覚を高める調整をしてきた。この間、

課題であったフィニッシュ改善にも取り組むことが出来た。島津は軸の傾きはあったもののリズム良く加

速させることが出来た。距離も４７ｍ位は出ており、良い感触のまま２本で終わることが出来た。学校で

の投げでは細かいことを考え過ぎて、力をかけ続けるリズムが途切れてしまうこともあるが、現地に入っ

て思い切りが表現出来た。二人とも上々の仕上がりである。 

 その日、その時が来た。男子ハンマー投予選１組、竹下はトライアルで課題のフィニッシュが整わず、

左肩を回して引っ掛ける投げを２本続けた。それでも大きく面は作れて加速のリズムも良く、感覚は整い

つつある。１投目、何とかフィニッシュを合わせた。ターンの後半、自分から動いてヘッドと吊り合って

いなかったので低い弾道となった。予選通過ラインの少し手前に落下、記録は５５ｍ２４。惜しい。でも、

ハイでの余裕がなく低空飛行にもかかわらず５５ｍまで運べたので、最後までヘッドを正面に置く意識で

力をかけ続ければ相当にいくと確信できた。だが、２投目はさらに悪い癖を出し、強引に回ろうとした。

３投目は落ち着いて余裕のある投げを表現したかったが、追い込まれた状況で心にも余裕がつくれなかっ

た。入りは良かったものの１キャッチから力をかける時間が短くなった。その後は空回り。やはり、調整

段階での投げ少なかったことがトライアルからの流れを作ってしまったと思う。残念無念・・  

 竹下の決勝がなくなったので、島津の女子ハンマー投決勝が安芸陸のインターハイ最終章となる。トラ

イアルは２本とも落ち着いて大きな面をつくりリズムを上げることが出来た。途中、重心が高くなってく

るのでもっと積極的に弾んでいきたい。１投目、スイングの張りが弱く、入りのタイミングが合わなかっ

たことで身体がマイナスに反応した。下への力が中途半端になり４２ｍ台の失敗投。２投目は大きい面で

入ったが、１から２で重心が浮き３で躊躇する悪い癖が出た。記録は４３ｍ５４と少し伸ばすものの、前

日から試合開始直前までの不安なく堂々とした投げが表現出来ない。１投目の一瞬の迷いから流れを悪く

した。魔物を払拭しようと３投目までの時間は必死で自分と向き合い、体を動かした。３投目は思い切っ

て伸び伸びいきたい。だが、振り子を始めたところで感覚が合わず、やり直してからの動きも精彩がなく

ファール。試合に入って堂々とした表現が見られなかった。不完全燃焼で終わってしまった・・ 

 その日、その時を感じ取り、自分を変える投げを創りたかった。二人とも逆に「動きの癖」「心の癖」が

顔を出し“何か”を起こすことにはならなかった。全国の舞台で表現するには色んな意味で力不足だったの

だと思う。だが、この失敗の経験は貴重な宝物になる。謙虚に自分を受け止め、今後の人生へと自分を進

めていこう。人生はこれから。失敗のインターハイは最高のインターハイになる。 
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№１６２ 令和５年８月８日 

発行責任者  三木 仁司 

広島県立安芸高等学校 

陸上競技部 通 信 

中国新聞７月１８日朝刊 

 

読売新聞８月１日朝刊 

 



大樹 
 

性 種目 名前 学年 記録 順位 備考 天候

男 一般ハンマー投 竹下　永晃 3 ４８ｍ００ 決７ 自己新 晴れ

女 ハンマー投 島津　純葉 3 ４４ｍ４２ 決４ 晴れ

風力

第７７回中国陸上競技選手権大会

令和５年８月１９～２０日

布勢運動公園陸上競技場

        

 

 

 

 

理想の投げを求めた中国選手権 

永晃、最後にまとめて一般ベスト 

純葉、惜しかった 表彰台に立ちたかった 

 

 

 

 

 

 

 インターハイを終え、ラスト二試合となった安芸陸。上の大会につながることのない試合に臨むにあた

り、練習でのテーマを『理想の投げ』とした。競技としてハンマー投が出来る時間もあと僅か、これまで

の取り組みを通して築いた自分の理想とする投げを求めて実際に表現したい。それが試合の場面で出せれ

ば、インターハイでの失敗を成長へと変換した証になる。 

最後の県外遠征試合となる中国選手権が厳しい残暑の中、鳥取で行われた。高校用より１．２６㎏重い

一般用ハンマーに挑戦した竹下は前半から力の出し入れに苦しみ、なかなか思うような投げが出来なかっ

た。何とかエイトに残ったが、４・５投目も空回り。どうしても脱力が表現できない。気持ちを切り替え

た最終６投目は脱力による張りが最後まで見られ、記録と順位を上げて試合を終えた。もっと早くこの感

覚を表現したかった。県対抗ではもっと伸び伸びと自分の投げを表現しよう。ハンマーを楽しもう。 

この遠征では現在日本の女子ハンマー投界においてトップレベルで戦っている九州共立大学の勝冶先

輩と行動を共にしていた。島津は勝冶先輩をはじめ実力では格上の選手に交じって試合をすることになっ

た。その意味では順位を気にせず自分の投げに集中することが出来る。最初からインターハイ時のように

自分の癖で自ら崩れることはなく、安定した投げを繰り返していた。ただ、勢いが足りなかった。その勢

いを動き始めて作るのではなく、最初の面づくり（振り子➡スイング）を工夫することで安心してどっし

りした姿勢をつくりたい。それが５投目に表現できた。大きく記録を伸ばし、順位は７位から一気に４位

に上げた。３位までは僅か２４㎝。この感じでいけば最終６投目に表彰台への逆転劇もある。しかし、１

回転目から２回転目に自分から動き、バランスを崩した。残念・・ 勝冶先輩との最後の試合、共に表彰

台に立ちたかった・・ ５投目も理想の投げとは言えない。記録的にも自己記録は更新できていない。ラ

ストゲームは一週間後。誰のものでもない、島津自身の自信の投げを求めていこう。 

 あと一週間。二人にとっても安芸陸にとっても最後の試合に向け、『理想の投げ』を求めていこう。 

有終完美 ～感動のラストシーン～ 

 

 

 

 

 

 

 

 島津と竹下の二人にとっても、安芸陸にとっても最後となる県対抗。

初日は二人の専門種目であるハンマー投。最後まで指の痛みと付き合い

ながらハンマー投を終える竹下は最後の練習でも思い切り力をかけるこ

とが出来ずもどかしい気持ちで試合に臨むことになった。試合は２投フ

ァールからの展開となりヒヤリとしたが、後半は落ち着いてハンマーと

向き合い自分の表現ができた。ライバルとの競り合いも楽しいと感じら

れる試合ができた。島津も２投目まで途中で動きが途切れてしまう悪い

クセが出ていた。このままでは終われない。自分と向き合い気持ちを切

り替えた。３投目からは強い気持ちで攻める投げが出来た。僅かではあ

るが自己記録を更新して競技を終えた。最後の試合は二人の競技人生を

象徴するような展開であったが、心の成長を証明する形で終わることが

出来たと思う。二人にとってハンマー投は自分の心を映し出す鏡だった

と思う。ハンマー投に成長させてもらった。ハンマー投に感謝。 

 いよいよ安芸陸ラストスローとなる二日目の男子槍投、竹下の投げを見

届けようと多くの先輩達が駆けつけてくれた。１投目先制しトップに立っ

たが、途中ライバルに逆転される。最終６投目、安芸陸ラストスローは先

輩たちの思いも乗せて大きな虹を描いた。大逆転優勝！最後の最後に竹下

がやってくれた。先輩達も大喜び。感動のラストシーンとなった。まさに

これが『安芸陸の力』『終わりの力』だ。２０年間をつなぐ一投は永遠に

心に残る一投となった。安芸陸は永遠・・・ 

 

 

 

 

 

性 種目 名前 学年 記録 順位 備考 天候

男 ハンマー投 竹下　永晃 3 ５６ｍ３３ 決２ 晴れ

男 槍投 竹下　永晃 3 ５３ｍ５６ 決１ 自己新 晴れ

女 円盤投 島津　純葉 3 ２４ｍ３０ 決１１ 晴れ

女 ハンマー投 島津　純葉 3 ４５ｍ７６ 決１ 自己新 晴れ

令和５年８月２６～２７日

竹ヶ端運動公園陸上競技場

風力

男子フィールドの部   第５位　〔１５点〕

第７３回広島県高等学校対抗陸上競技選手権大会
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大樹 
 

        

 

 

 

【安芸陸メッセージ】 

安芸陸は永遠 

令和５年８月２７日、安芸陸は最後の戦いを終えた。最後までドラマチ

ックな展開であった。 

翌日、私は『大樹』を１号から１６３号まで読み返した。朝８時頃から読

み始め、全てを読み終えたのは夕方１７時を過ぎていた。改めて、２０年

という時間の長さ、安芸陸への思いの深さを実感した一日であった。 

２０年前の１０月、陸上競技部通信第１号を書き始めるに当たり、題名

は『大樹』しか浮かばなかった。「緑に囲まれた学校」「小さな苗木を植え、

大きく育てていく活動方針」 「一人一人が広く根を張り、強く太い幹か

ら広く美しく枝を広げていく育成方針」 「全国で存在感を示し、日本一

を目指す競技目標」「勇壮な姿から発せられるメッセージ性」・・・ 

安芸高校に赴任してからの半年間は、私自身が目指す姿と現実の乖

離に葛藤する日々であった。しかし、陸上競技への情熱は失せることは

なかった。『大樹』を書き始めたのは、私が、私自身に強い覚悟を示すた

めだったのかも知れない。 

『大樹』の号数が増えていく過程が、安芸陸の歴史となっていった。 

『大樹』の主人公たちは、いつも私の心を熱くさせてくれた。『大樹』を

書きながら、さらなる情熱が沸々と湧き上がってくる日々だった。 

君たちと出会えたこと、ともに戦い、ともに成長できたこと、心から

感謝したい。 ありがとう。 ありがとう。 

ともに歓喜し、ともに涙した瞬間・瞬間・・・ 永遠の宝物だ。 

安芸高校閉校に伴い、君たちがつないできてくれた安芸陸２０年の歴

史も幕を閉じることになった。安芸陸の戦いは過去のものになり、思い

出として残っていく。しかし、安芸陸の魂は、私たちの心の中で永遠に

生き続ける・・・ 

前途多難 卒業時に送った言葉だ。今現在、君たちは何をし、どのよ

うな生き方をしているのだろう？ これからも、それぞれの人生には

様々な状況が訪れるだろう。平穏なる時も、困難なる時も、常に未来を

見据えて、今を生きていこう。 

心に抱く希望と言う名の苗木、その苗木をそれぞれの大樹へと育て

ていく人生を生きていこう。 

安芸陸は永遠・・・ 
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